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研究成果の概要（和文）：　本研究は政治体制や支配の手法から構成される統治モデルを発展モデルの一部として、欧
米各国と地域大国の統治モデルはどこがどう違うか、また各地域大国の統治モデルはどこがどう違うかを視野にいれ、
政治経済体制の移行戦略、地方制度と国家の統合、支配政党の在り方、民族連邦制と地方自治、コミュニティのガバナ
ンス、社会衝突解決のメカニズム、アイデンティティ政治（宗教・民族問題）などを取り上げ、各国の統治モデルが政
治的求心力、ガバナンス能力、社会的安定性および国家近代化のプロセスに与える影響を分析し、経済発展と民主化と
の関連性から各国の将来性を展望した。

研究成果の概要（英文）：This research project regard political system as main part of the development mode
l. While China Russia and India has recently emerged as regional powers because of their size and rapid in
dustrialization, the development model is different among these countries. Taking political elites, politi
cal cohesion, national integration and social stability, governing capability, transitional strategy as me
dium variables, this research project examined that how political and economic system, level of economic a
nd social development, culture and tradition as independent variables, influence their choice of the devel
opment model, and how effective are the development models in regional countries.
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１． 研究開始当初の背景 

 

21 世紀に入り、新興大国の台頭が注目される
中で、国別の研究は盛んに行われているが、
比較研究、地域研究成果の一般化の作業は必
ずしも十分でない。本研究のメンバーは個々
の地域大国の専門家であるが、これまで学会
や研究会で交流を重ね、各国別の実証研究が
十分に蓄積された結果、地域大国の発展モデ
ルやガバナンスのあり方に関する比較研究
の土台が形成されたとの認識を共有するに
至った。本研究は比較研究によって中国、ロ
シア、インド、トルコの発展戦略やガバナン
スのあり方に関する共通点と特徴を抽出し
ようとする試みである。 

 

２．研究の目的 

 

地域大国は異なる政治経済体制や経済社会
構造、文化を独立変数としつつ、それらがど
のように各地域大国の発展モデルや改革戦
略とその有効性に影響を与えるかを比較分
析する際に、媒介変数としてエリート、ガバ
ナンス、政治社会的亀裂の統御、価値および
大国言説に着目し、以下のことの解明を目的
とした。（１）選抜や育成方法の違いがエリ
ートの政策的選好やガバナンス能力にいか
に影響しているか。（２）ガバナンスと民主
化の要請をいかに折り合わせようとしてい
るか。（３）開発優先で深刻化する社会的亀
裂をいかに統御しようとしているか、階級、
地域、民族、宗教間の利益調整のメカニズム
はいかなるものか。（４）普遍主義的言説に
抵抗しているか否か、過去の帝国の経験が今
日の価値観や大国言説をいかに規定してい
るか。 

 

 

３．研究の方法 

 
（１）国別の調査の寄せ集めにならないよう、
現地調査も含めて研究の相互乗り入れを最
大限実現する。現地調査・一時資料収集上の
困難を克服するために、現地の研究者との連
携を強化する。 
 
（２）4 国のエリートと政治機構について指
標を揃え比較可能なデータ収集を行い、デー
タベースを構築する。 
 
（３）ほかの研究班、関係学会との連携を強
化して、国際セミナー、国際シンポジウムを
主催・共催して、見るべき知見はフィードバ
ックを受けるというサイクルを保つ。 
 
（４）研究成果の一般化を図り、社会科学を
豊かにするために、地域大国の共通点と相違
点を抽出する際に、欧米モデルとの比較をも
行う。 
 

 
４．研究成果 
 
（１）比較研究の枠組みの確立である。地域
大国は急速な発展を遂げしつつも、発展モデ
ルとその有効性が必ずしも同じでない。本研
究は欧米各国と地域大国の統治モデルはど
こがどう違うか、また各地域大国の統治モデ
ルはどこがどう違うかを視野にいれ、異なる
政治経済体制や経済社会構造、文化といった
独立変数はいかにエリートの選抜、ガバナン
スのあり方、政治社会的亀裂の統御、価値を
媒介変数とし、地域大国の発展モデルの形成
とその有効性に影響を与えるかを考察した。 
 
（２）政治経済体制移行のアプローチ、政党
制、連邦制と地方自治、コミュニティ政治、
アイデンティティ政治（宗教・民族問題）、
ガバナンス（統治効率）などを取り上げ、徹
底した比較分析の手法によって各国の統治
モデルが政治的求心力、ガバナンス能力、社
会的安定性および国家近代化のプロセスに
与える影響を分析し、そして経済発展と民主
化との関連性から各国の将来性を展望した。 
 
（３）数多くの優れた実証分析の成果が得ら
れた。①中国とロシアは異なる移行戦略で市
場経済化を進めてきた。本研究では、国家が
資本主義化を主導した点に着目し、国家資本
主義への動き、新特権階級の出現、国家と市
場のいびつな関係、国家による資源の支配に
ついて、中露を比較研究した。 
②市場化、民主化に関して、中国は漸進的な
アプローチを貫いているが、旧ソ連は穏健な
体制内の改革から出発しながらも、短期間に
民主化、市場化と主権国家の再編という三重
の移行を行った。本研究では、政治改革目標
の設定（政府改革、緩やかな自由化と欧米型
民主化の３つに区分）、経済発展先行型か民
主化先行型か、漸進改革かショック療法かを
移行戦略の構成要素とし、中国と旧ソ連・ロ
シアの改革戦略はどこがどう違うか、改革の
成果はどのように政治力学の変化、改革戦略
の調整に影響を及ぼしたかを明らかにした。 
③中国、インド、ロシアなどの地域大国は巨
大な規模であるがゆえ水平的格差が巨大で
ある。本研究では、各国とも中央政府歳入基
盤の強化を通じた再分配の強化という手法
に着目し、比較分析を行った。現時点では、
中央政府は求心力を高め、中央地方関係は財
政的にも政治的にもおおよそ安定している
が、地方政府の財政基盤が下位ほど脆弱にな
るという共通の問題が生じている。この点に
ついては、中国は集権化を通じた再分配強化
と地方政府制度改革、ロシアは集権化を通じ
た再分配強化により対応しようとしている
のに対し、インドでは分権化が進行中である。 
④政党は統治装置の一部として政治秩序の
安定に重大な影響を与える。本研究では、中
国の一党支配体制を体制構築型支配政党、競



争選挙、複数政党制を背景とするロシアとイ
ンドの支配政党を体制順応型支配政党とし、
支配政党の在り方と政治秩序の安定性との
関係を考察した。現段階では、中国とインド
の支配政党は安定性を見せているが、ロシア
では、下位の指導者は統一ロシア党の得票率
を上げることで上位の指導者に自分の忠誠
心を示し、自分が代表する選挙区または行政
単位に便宜を図ってもらおうという恩顧政
治が統一ロシア党の一党優位制を支えてい
る。 
⑤公共建設、公共サービス、弱者救済などは
コミュニティのガバナンスを構成する。本研
究では、公(政府)，私(市場)，共(コミュニ
ティ)の相互規定関係に着眼し、中国につい
ては「共」の自立化による開発型ガバナンス，
インドについては「公」の浸透による救済型
ガバナンス，ロシアについては「公」と「私」
が支える福祉型ガバナンスとして定式化し、
そしてコミュニティのガバナンスの在り方
に影響を与える媒介変数として政治体制（競
争選挙の有無や政党制度、地方制度）、民間
経済の発達および住民の自治活動を考察し
た。 

⑥近年、中国とインドでは、開発用の農地収
用をめぐる抗議活動が頻発化している。本研
究では、土地収用に対する暴力的な抗議活動
でも、それを生み出すメカニズムは中印では
必ずしも同じでないことを明らかにした。選
挙デモクラシーのインドは、政党の動員が重
要である、中国では、農地の集団所有は集団
抗議活動を容易にし、また中央と地方政府の
対応の違いは抗議活動の成功の可能性を高
めた。 
⑦中国とインドは産業化、都市化が急速に進
んでおり、大量の出稼ぎ労働者が都市部に押
し寄せ、都市部における貧困問題と治安悪化
をもたらしている。本研究では、中国とイン
ドはどのような取り組みで問題解決を目指
しているのかを個人、集団（労働組合・NGO）、
政府（中央政府・地方政府）の角度から考察
し、異なる政治体制がガバナンスの在り方に
与える影響を分析した。 
⑧地域大国は多民族国家であり、言語、文化、
宗教といった点で多様性を持つ。本研究では、
インドとトルコを比較対象とし、世俗主義の
イデオロギー的理解における宗教の位置づ
け、国民アイデンティティにおけるマジョリ
ティ宗教とマイノリティ宗教の位置づけ、そ
れらが信教の自由や平等な市民権といった
点でどのような軋轢を生じさせているのか
に注目し、それぞれの特徴を浮き彫りにした。 
⑨連邦制とは、連邦中央政府は州などの下位
政府に主権の一部を留保する制度である。民
族領域連邦制は多民族国家の特殊形態とし
て、一定の地理的領域を各民族に割り当てて
下位政府を形成させる制度である。本研究は
旧ソ連・ロシア、中国、インドの言説や制度
的な実践を考察し、旧ソ連では民族領域連邦
主義はあたかも自己運動であるかのように

発達したことに対し、中国とインドは新国家
の統合を最重要の課題としながら、それに矛
盾しない形で民族領域主義の諸原理を取捨
選択したという多民族国家統合の共通点と
相違点を明らかにした。 
 
（４）研究成果を研究書、学術論文の形で公
表し、数多くの国際セミナー、国際シンポジ
ウムを主催・共催し、地域大国に関する国内
外の研究者ネットワークを構築し、研究の継
続に資するものである。 
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